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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 － △100.0 △1,026 － △1,035 － △1,038 －

2022年３月期第３四半期 100 0.0 △832 － △835 － △837 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △190.18 －

2022年３月期第３四半期 △154.65 －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 952 750 78.4

2022年３月期 1,324 1,233 93.1
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 747百万円 2022年３月期 1,232百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00 －
2023年３月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 300 0.0 △1,150 － △1,150 － △1,150 － △212.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 6,054,700株 2022年３月期 5,419,600株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 198株 2022年３月期 157株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 5,459,696株 2022年３月期３Ｑ 5,415,767株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当
たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の普及等により、一旦、社会生活

や経済活動は回復の兆しを見せたものの、10月にかけて徐々に減少傾向に向かいましたが、年末にかけて新型コロ

ナウイルス（オミクロン変異株）の感染が過去最多の蔓延拡大となりました。また、ウクライナ情勢等に起因する

世界的なエネルギー、食糧等の安定的な供給不安など、海外経済のインフレ圧力、各国中央銀行による金利上昇政

策に伴う急激な為替変動など複合的な要因が今後の経済活動に影響を及ぼすものと見込まれ、日本においても輸入

原材料等のコスト高に伴い、先行きの景況感は依然として不透明な状況が続いております。

当社では、がん患者の高齢化による治療への懸念や新薬の高額化による費用への不安が進む中、経済的にも安心

して家族のがん患者にも勧められる治療法を提供することを目指して、「モジュール創薬」に基づく研究開発に取

り組み、各パイプラインの臨床開発を前進させました。

抗がん剤候補化合物DFP-10917は、米国における臨床第３相試験の症例登録を進めました。多くの医療機関で新型

コロナウイルス感染による影響を受けておりますが、治験対象範囲の拡大や治験参加施設の拡大などの対応を行い、

現在も臨床試験を継続しています。また、日本におけるライセンスパートナーの日本新薬㈱が国内の臨床第１相試

験の症例登録を進めています。抗がん剤候補化合物DFP-14323は国内における臨床第２相試験を完了し、次試験への

検討を開始しております。抗がん剤候補化合物DFP-17729は国内における臨床第１／２相試験の第２相試験部分の症

例登録の完了し、集計、解析を進めております。抗がん剤候補化合物DFP-11207は治験薬の製造を行い、臨床第２相

試験の開始に向けて、新型コロナウイルス感染拡大の影響の少ない日本での実施の検討を開始しました。抗がん剤

候補化合物DFP-14927は、米国において臨床第１相試験を進め、第７段階の投与量までの安全性が確認できました。

また、抗がん剤候補化合物DFP-10825は日本における臨床第１相試験の開始に向けて、治験用原薬の製造並びに前臨

床試験を実施しました。

以上の結果、当第３四半期累計期間におけるマイルストーン収入等はなく、事業収益はありませんでした(前年同

四半期比100.0％減)。事業費用につきましては、開発パイプラインの臨床試験における医療機関並びに症例数の増

加、次試験に向けた治験薬となる原薬や製剤の製造などを進めたことなどに伴い、1,026百万円(前年同四半期比

10.0％増)となりました。この結果、営業損失は1,026百万円(前年同四半期は832百万円の損失)、経常損失は1,035

百万円(前年同四半期は835百万円の損失)、四半期純損失は1,038百万円(前年同四半期は837百万円の損失)となりま

した。

なお、当社は医薬品事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の経営成績を記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期会計期間末における資産合計は952百万円となり、前事業年度末と比較して371百万円減少しまし

た。これは主として、現金及び預金が381百万円減少したことによるものであります。

(負債)

当第３四半期会計期間末における負債合計は202百万円となり、前事業年度末と比較して110百万円増加しまし

た。これは主として、１年内償還予定の社債が90百万円、未払金が26百万円増加したことによるものでありま

す。

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産合計は750百万円となり、前事業年度末と比較して482百万円減少しま

した。これは主として、新株予約権の行使等により資本金及び資本剰余金がそれぞれ276百万円増加したものの、

四半期純損失の計上により利益剰余金が1,038百万円減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2022年５月13日の「2022年３月期決算短信」で公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,268,492 887,402

その他 12,315 23,455

流動資産合計 1,280,807 910,858

固定資産

有形固定資産 39,933 39,020

投資その他の資産 3,611 3,021

固定資産合計 43,545 42,041

資産合計 1,324,352 952,899

負債の部

流動負債

未払金 69,343 96,311

未払法人税等 19,886 12,322

１年内償還予定の社債 － 90,000

その他 1,961 3,537

流動負債合計 91,190 202,170

負債合計 91,190 202,170

純資産の部

株主資本

資本金 3,352,327 3,629,059

資本剰余金 3,332,327 3,609,059

利益剰余金 △5,451,943 △6,490,243

自己株式 △300 △337

株主資本合計 1,232,411 747,537

新株予約権 750 3,190

純資産合計 1,233,161 750,728

負債純資産合計 1,324,352 952,899
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

事業収益 100,000 －

事業費用

研究開発費 683,456 794,524

その他の販売費及び一般管理費 249,337 231,845

事業費用合計 932,793 1,026,369

営業損失（△） △832,793 △1,026,369

営業外収益

受取利息 61 7

その他 120 8

営業外収益合計 182 15

営業外費用

為替差損 621 6,592

株式交付費 1,879 2,950

営業外費用合計 2,500 9,542

経常損失（△） △835,111 △1,035,896

税引前四半期純損失（△） △835,111 △1,035,896

法人税、住民税及び事業税 2,416 2,403

法人税等合計 2,416 2,403

四半期純損失（△） △837,528 △1,038,299
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期累計期間において、行使価額修正条項付新株予約権の権利行使により、資本金及び資本剰余金がそ

れぞれ276,731千円増加し、当第３四半期会計期間末において、資本金が3,629,059千円、資本剰余金が3,609,059千

円になっております。

（追加情報）

前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の拡大や収束時

期の見通し等を含む仮定について重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

（新株予約権の行使）

　当第３四半期会計期間終了後、当社が2022年12月５日に発行した第５回新株予約権（行使価額修正条項付）につ

いて、新株予約権の行使が行われております。

　2023年１月１日から2023年２月13日までの新株予約権の行使の概要は、以下のとおりであります。

第５回新株予約権

①行使された新株予約権の個数 2,650個

②発行した株式の種類及び株式数 普通株式 265,000株

③資本金増加額 143,336千円

④資本準備金増加額 143,336千円

　以上により、発行済株式総数は6,319,700株、資本金は3,772,395千円、資本準備金は3,752,395千円となっており

ます。

　


